
財政状況をお知らせします
水道事業水道事業の令和77年度

水道
施設

などを
整備するための収入と支出

水道
水を
つく
りお届けするための収入と支出

不足額

10.8億円

留
保
資
金
な
ど

6,322万円

ｰ 1,771万円

ｰ 3,732万円

三島川之江

土居

新宮

地域ごとの収支

収入
20.3億円

料金収入

16.4億円

その他収入

3.9億円

収益的収益的収支

減価償却費など

11.0億円

維持管理費

6.3億円

支出
20.2億円

人件費2.0億円

借入金利息0.8億円
純利益純利益0.10.1億円億円

資本的資本的収支

支出
15.9億円

収入
5.1億円

建設改良費など

10.0億円

借入金の
元金返済

5.9億円

市繰入金1.4億円

借入金3.7億円

※�留保資金とは、現金
支出を伴わない減価
償却費など、企業の
内部に留保される資
金です

水道は生活を支える大切なライフラインです。
市では、水道水を安定してお届けするために、
皆さまからの水道料金などを財源に、水道施

設の整備や維持管理を行っています。
今回は、令和 7年度の収支や施設の整備状況
などをお知らせします。

　
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計

の
経
理
は
、
日
々
の
営
業
活
動
に
必
要

な
経
費
「
収
益
的
収
支
」
と
、
施
設
の

整
備
な
ど
に
必
要
な
経
費
「
資
本
的
収

支
」
に
分
け
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
収
益
的
収
支
は

８
１
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
給
水
人
口
の
減
少
や
節
水
意
識
の

向
上
な
ど
に
よ
り
、
収
入
は
前
年
度
と

比
べ
２
０
２
１
万
円
減
少
し
、
黒
字
額

も
３
６
５
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
の
資
本
的
収
支
で
は
、
配
水
管

約
５
・
１
㌔
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
た
ほ

か
、
配
水
池
や
ポ
ン
プ
場
、
機
械
・
電

気
設
備
の
更
新
事
業
に
よ
り
、
約
10
億

円
の
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
な

お
、
不
足
額
は
、
留
保
資
金
な
ど
で
補

い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
行
っ
た
主
な
整
備

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
送
配
水
管
布
設
事
業

５
億
５
４
８
３
万
円

・
浄
送
配
水
施
設
整
備
事
業

３
億
２
６
６
５
万
円

・
土
居
地
域
水
源
整
備
事
業

６
３
６
３
万
円

水
道
事
業
の
こ
れ
か
ら
　

　
人
口
減
少
に
よ
り
水
道
料
金
収
入

が
減
少
す
る
一
方
で
、
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
整
備
費
用
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
水
道
事
業
の
財
政
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
安
全
で
お
い
し
い
水
を

皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
た
め
、
令
和

８
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
に
掛
け
て
、

土
居
・
新
宮
地
域
の
水
道
料
金
を
段

階
的
に
引
き
上
げ
、
川
之
江
・
三
島

地
域
と
同
水
準
に
統
一
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
安

全
な
水
道
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

計画的な設備投資を行うため、将来の水需
要を見据えて施設の統廃合を検討し、送配
水施設の再構築を進めています

樋谷配水池・西金川送水ポンプ棟（上分町）

問
い
合
わ
せ
先

水
道
総
務
課　
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